
Google広告の出稿手順



広告出稿手順

①キャンペーン作成 

②広告グループの作成 

③キーワードの作成 

④広告文の作成



①キャンペーン作成



①キャンペーン作成
・自社の商品・サービスにあった項目をクリック



①キャンペーン作成

z

・「検索」「ディスプレイ」「ショッピング」とあり、それぞれ広告の掲載先が違う



①キャンペーン作成
目的にあったものを選択

検索広告の場合は「ディスプレイネットワーク」のチェックボタンを外す
どちらもチェックボタンが入っている状態であれば、同一キャンペーンで検索広告とディスプレイ広告どちらも出すことが可能。 
ただ予算の管理が面倒で成果が分かりにくいため、基本的には検索広告とディスプレイ広告でキャンペーンを分ける。



地域

地域入力画面の下にある「含める地域では、次の対象に広告を表示します。」
というところも併せてビジネスに合わせたものを選択しましょう。



言語

売りたい商品の広告を海外に向けて出稿したい場合には 
ここの言語でその国の言語を選択する



オーディエンス
Google側で用意されたカテゴリーがありますので 
実際に選択してみて自分のビジネスにマッチした項目を探す



もし用意されたカテゴリーがなかった場合には 
自分オリジナルのカテゴリーを作成

オーディエンス



任意のキーワードやURLを指定して 
関連するオーディエンスリストを作成する事ができます。

リマーケティングは別の講義で

オーディエンス



予算
「入力した金額×当月の日数＝当月のキャンペーンにかかる費用」



入札単価
・入札単価は広告露出をコントロールする上で重要 

・コンバージョン 
　-コンバージョン数が最大化されるように調整・コンバージョン値 
　-ROASが目標値になるように調整 

・クリック数 
　-クリックが最大化されるように調整 
　※1クリックあたりの単価上限を設定可能 

・インプレッションシェア 
　-表示機会に対して何％目標とする掲載位置に広告掲載をするか設定 
　※1ページ以内、検索結果上部、検索結果最上位を選択可能 
　※1クリックあたりの単価上限を設定可能



入札単価



広告のスケジュール



広告のローテーション
・最適化を選択 
　クリックやコンバージョンの獲得数が多いと思われる広告を優先的に表示 

・最適化しないを選択 
　獲得見込みなどは関係無く全ての広告機会に対して均等に広告をロー 
　テーション表示する



②広告グループの作成
・広告グループの役割 
　→グループごとに広告文を設定できる

グループ名を入力

関連サイトのURLや商品名などを 
入力する事で関連キーワードを自動的に 
取得してくれます。



③キーワードの作成



④広告文の作成



④広告文の作成



④広告文の作成



④広告文の作成



商圏・地域の設定



キーワードの除外
・除外キーワードの設定 
　＝無駄なクリックを減らし、 
　　費用が無駄に発生しないようにするために有効な設定

・除外キーワードのマッチタイプ 
・完全一致 
　→全く同じ検索がされた場合のみに広告を表示させない 
・フレーズ一致 
　→順序そのままで、前後にキーワードが追加された場合に 
　広告を表示させない 
・部分一致 
　→通常キーワードの部分一致と意味が変わり 
　絞り込み部分一致と同じ意



キーワードの除外



④広告文の作成



キーワードの除外



キーワードの除外



キーワードの除外

マーケティング

マーケティング

「除外キーワードリスト」をキャンペーンに紐づけ



キーワードの除外

マーケティング

マーケティング

「除外キーワードリスト」をキャンペーンに紐づけ


